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１．はじめに  
	
 回転磁場（Rotating Magnetized Field：RMF）に
よりプラズマ中に駆動される円環電流が形成する

磁場構造を膨張させ、外部の太陽風プラズマ圧と

平衡する状態に保持することで、太陽風を受け推

力を得る磁気プラズマセイルを展開する手法の開

発を進めている。RMFによる電流駆動は従来，核
融合分野において磁場反転配位（Field-Reversed 
Configuration：FRC）プラズマのトロイダル電流駆
動法として研究が進められてきた。本研究では、

従来行われてきたRMF生成装置にフェライトによ
る磁気回路を組み合わせることでセイルの生成・

保持の効率化を図っている。これらを評価するた

め、模擬宇宙区間内にてセイルの展開実験を行う

とともに磁気回路の有無や形状の違いによるセイ

ルの形状や展開効率の変化、推進効率の検証を進

めている。 
	
  
２．回転磁場による径方向磁場の評価  
	
 回転磁場による電流駆動にはアンテナをFigure1
のように配置する方法が一般的であり、各々のア

ンテナに90度位相のずれた電流を印可することに
よって回転磁場を誘起させる。誘導結合プラズマ

の生成および回転磁場による電流駆動にはプラズ

マ生成領域において数mT以上の磁場強度が必要
であり、アンテナの直径を数十mm程度とした場
合100A以上の高周波電流をアンテナに流す必要
があると考えられる。大電流を流す際にIGBTの加
熱が問題となるため定格電流及び電圧が200A，
1200Vと従来に比べて定格電力の大きいIGBTを
用い、さらに並列にIGBTを設置することで熱負荷
を軽減させた。 
	
 IGBTゲート駆動回路・放電および回転磁場形成
回路を設計・製作し、低電力での動作実験の結果、

Figure2で示した200Aのアンテナ電流で、プラズマ
の生成及び電流駆動することに成功した。発表で

は生成された径方向磁場及び円環電流によって形

成される軸方向磁場の観測結果から検証したセイ

ルの生成効率について報告する。 
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Figure 1 .Schematic diagram of RMF 
Antenna 

Figure 2.Antenna Current 


